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長
尾
城

敷
根
か
ら
亀
割
峠
を
登
り
、
都
之
城
に
向
う
旧

国
道
。
現
在
の
塵
芥
処
理
場
の
左
側
に
そ
び
え

立
つ
天
嶮
の
山
城
が
あ
る
土
地
の
人
は
単
に
城

山
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
県
下
有
数
の
要
害
を

誇
る
長
尾
城
で
あ
る
。
四
方
を
断
崖
に
囲
ま
れ
、

高
さ
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
城
の
周
囲
は
妬
く
二

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
本
丸
・
西
の
丸

･

三
の
丸
跡
が

現
存
し
て
い
る
。
西
の
丸
の
西
は
深
い
凹
地
が
あ

り
、
そ
の
西
に
陣
の
平
と
呼
ば
れ
る
台
地
が
あ
る
。

此
の
台
地
は
、
城
の
大
手
口
の
西
の
取
添
え
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
南
の
麓
か
ら
、
陣
の
平
の
下
を

通
り
、
本
丸
に
通
ず
る
険
し
い
細
い
道
が
あ
る
。

本
丸
と
三
の
丸
の
間
で
地
形
は
大
き
く
二
つ
に

分
か
れ
、
渓
谷
が
通
じ
、
そ
の
谷
に
泉
が
湧
き
出

て
、
下
は
船
川
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の

あ
た
り
は
、
城
の
搦
手

か
ら
め
て

と
想
像
さ
れ
、
城
の
水
の

手
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
丸
を
挟
ん
で
、

高
さ
三
～
四
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
曲く

る

輪わ

に
囲
ま
れ

た
数
箇
所
の
砦
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
は
深
い

堀
切
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
本
丸
曲く

る

輪わ

の
一
段

高
い
所
に
、
軍
神
応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
を
祀

っ
た
若
宮
神
社
の
跡
が
あ
り
数
個
の
石
塔
や
石

碑
が
朽
ち
た
姿
で
残
っ
て
お
り
、
山
の
神
の
石
碑

も
あ
る
。
こ
れ
は
城
の
鎮
守
と
し
て
、
お
祀
り
し
て

あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
丸
か
ら
東
の
三
の
丸
と
の

間
の
北
側
に
は
、
城
の
屋
敷
跡
と
考
え
ら
れ
る
平

地
も
あ
り
、
又
、
馬
場
と
思
わ
れ
る
跡
も
あ
り
、

城
士
の
屋
敷
の
境
界
と
し
た
錦
竹
の
藪
も
方
々

に
残
っ
て
い
る
。
若
宮
神
社
は
現
在
門
倉
の
医
師

神
社
の
所
領
と
な
っ
て
い
る
。
面
積
は
約
三
．
五

ア
ー
ル
で
そ
の
他
の
土
地
は
民
間
人
の
所
有
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
城
は
、
大
隈
地
方
か
或
は
都
之

城
地
方
か
ら
、
国
分
平
野
に
進
出
し
よ
う
と
す

る
場
合
、
そ
の
出
口
を
押
さ
え
て
、
実
に
見
事
な

地
形
の
利
用
で
あ
る
と
感
嘆
さ
せ
ら
れ
る
。

此
の
城
は
、
約
四
〇
〇
年
の
間
、
敷
根
氏
代
々

の
居
城
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
別
名
敷
根
城
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。
敷
根
氏
の
祖
国
房
は
、
清
和
天
皇

の
末
流
、
大
江
山
酒
呑
童
子
退
治
で
有
名
な
、

源
頼
光
の
子
孫
で
、
清
和
源
氏
の
名
門
土
岐
氏

に
発
し
て
い
る
。
土
岐
光
信
よ
り
九
代
土
岐
安

基
の
息
男
が
国
房
で
、
元
暦
元
年
、
（
一
一
八

四
）
に
小
河
内
敷
根
の
領
主
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

何
か
の
事
件
が
あ
り
、
一
時
球
磨
（
人
吉
地
方
）

に
走
り
、
次
の
頼
房
の
代
に
再
び
敷
根
に
帰
り
、

そ
の
時
か
ら
土
地
の
名
を
と
り
敷
根
氏
と
名
乗

っ
た
。
そ
の
後
、
垂
水
に
移
封
さ
れ
る
ま
で
、
約
四

〇
〇
年
の
長
い
間
、
代
々
此
の
城
を
居
城
と
し
た
。

そ
の
間
、
此
の
こ
の
地
方
は
各
所
に
豪
族
が
群
立

し
、
互
い
に
勢
力
を
競
い
合
い
、
興
亡
を
繰
り
返

し
て
い
た
が
、
敷
根
氏
は
、
そ
の
混
乱
の
中
に
あ
っ



て
、
良
く
時
勢
を
見
極
め
乗
り
切
り
、
小
国
な
が

ら
も
そ
の
所
領
を
全
う
し
た
が
、
天
分
十
七
年

（
一
五
四
八
）
廻
氏
（
福
山
）
、
上
井
氏
と
共
に

島
津
氏
に
降
っ
た
。
島
津
貴
久
の
時
で
あ
る
。
当

時
、
大
隈
地
方
に
は
、
強
大
を
誇
る
肝
付
氏
が

あ
り
、
敷
根
郷
は
、
島
津
氏
・
肝
付
氏
の
接
点
に

あ
り
、
非
常
に
苦
心
し
た
が
、
よ
く
此
の
天
然
の

要
害
に
拠
っ
て
二
十
余
年
、
そ
の
境
界
を
守
り

通
し
て
、
肝
付
氏
の
侵
略
を
許
さ
な
か
っ
た
。
島

津
義
久
は
、
特
に
敷
根
十
四
代
・
敷
根
中
務
大

輔
頼
賀
の
忠
誠
を
賞
し
て
、
天
正
三
年
（
一
五

七
五
）
重
富
の
春
華
と
帖
佐
の
益
田
を
与
え
、

千
石
を
加
増
し
て
い
る
。
文
禄
四
年
（
一
五
九

五
）
豊
太
閤
の
命
に
よ
り
、
石
田
三
成
の
指
揮
で
、

三
州
の
検
地
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
移
封
が
行

わ
れ
た
際
、
頼
賀
は
垂
水
の
田
上
城
に
転
封
さ

れ
た
の
で
、
家
臣
を
引
き
連
れ
て
移
っ
た
。
そ
の
後
、

孫
の
立
頼
の
時
、
高
隈
に
移
さ
れ
、
更
に
市
成
に

転
封
さ
れ
、
垂
野
城
を
居
城
と
し
て
、
代
々
市

成
を
領
し
た
と
い
う
。
立
頼
の
子
、
久
頼
の
時
に

は
、
島
津
家
久
の
女
を
室
と
し
、
慶
安
二
年
（
一

六
四
九
）
光
久
の
代
に
は
国
家
老
と
な
っ
て
、
国

政
に
参
与
し
て
い
る
。
久
頼
の
弟
・
頼
行
は
、
土

岐
氏
の
家
号
を
つ
い
で
土
岐
新
左
ェ
門
と
号
し
、

三
男
が
敷
根
氏
を
名
乗
っ
た
と
い
う
。

長尾城本丸


